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泌尿器科領域におけ るBL-S578(Cefadroxi1)の 臨床効果について

生亀芳雄 ・小川秀彌

関東通信病院 泌尿器科

(部長:生 亀芳雄)

CefadroxilのE.coli 13株 に対す る感受性は,ペ ーパーデ ィス ク法 でその阻止円直径は21～13mm

の間にあ った。

急性尿路感染症24例,慢 性尿路感染症6例,計30例 にCefadroxi1を1回250mg,1日3回,1

日量750mgを 投与 した。投与期間は原則 として3日 間,複 雑 なものは7日 間 とした。

UTI判 定基 準を参考 として,稔 合臨床効果をみ るに全体で76.7%,慢 性のみでは16,7%の 有効

率 であ った。

細菌学的効果はE.coliで は92%の 陰性化率 であった。

血液 ・血液 化学所見 も含 めての副作用発現例は1例 もなか った。

I.は じ め に

本 剤 は 米 国 ブ リス トル の研 究 所 に お い て 合成 され た 経

ロ セ フ ァ ロス ポ リソ剤 で あ り,そ の化 学構 造 式はFig,1

Fig. 1 Chemical structure of cefadroxil

に示 した とお りであ る。

われわれは,単 純 な尿路感染症あ るいは基礎的な疾患

を有す る複雑な尿路感染症など計30例 について,本 剤の

臨床効果を検討 した。

この成績を中心 と して,抗 菌 力,血 中濃度,尿 中回収

率についての主と して文献的考察回)を含めて報告する。

II.材 料,対 象と方法

1.抗 薬 力

本剤を使用 した尿路感染症患者 より分離され,起 炎菌

Table 1 Age, Sex, Diagnosis

1) Age 16 •`74 years old

2) Sex Male 9 cases

Female 21 cases

3) Diagnosis Acute pyelonephritis 5 cases

Acute cystitis 19 cases

(including acute urethrocystitis)

Chronic pyelonephritis 2 cases

Chronic cystitis 4 cases

Table 2 Sensitivity of clinical isolates
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と判定したE.cli 13株,Proteus2株,Klebsiella 1

株,Pseudomonas 1株 について,本 剤お よびABPCの

感受性をベーパーデ ィス ク(Cefadroxi1:BBL,ABPC:

栄研,昭 和)を 用いて検討 した。なお、本剤については

ディスクの阻止 円の直径を 測定 した。 直径17mm以 上

を帯,14～16mmを 什,13mm以 下を 一と判定 できる

のではないかと思 う。

2.臨 床的検討

1)対 象

Table1に 示す ように,30例 の尿路感染症患者に適用

した。年令は16才か ら74才 までで,性 別は男子9例,女

子21例である。

疾患別にみると急性の腎孟腎炎が5例,膀 胱 炎が19例

で,慢 性は腎孟腎炎の2例,膀 胱炎の4例 である。

2)使 用 方 法

単純な感染症では1回250mg,1日3回,1日 量 と

して750mgを3日 間投 与 したが,基 礎的な疾患を有す

る複雑な感染症に対 しては7日 間の投与を行な った。

3)効 果 判 定

効果の判定はUTI薬 効評価基 準(第 二版)4)を参考 と

した。

III.成 績

1.抗 薗 力

ディスク感受性の成緩はTable1の とお りであ る。

起炎菌の大部分がE.coli 13株 であるが,そ の本剤デ

ィスクによる 阻止 円の直径は21～13mmの 間 に あ っ

た。なお,ABPCに 感受性のない2株 は,本 剤 のデ ィス

クではそれ ぞれ17と13mmの 直径を示 した。

Proteus, Klebsiella, Pseudomonas は株数が少ないが,

Proteus の1株 が18mmの 阻止円を示 した。

2。 臨 床 成 績

本剤使用対象30例 の臨床成績の詳 しい内容はTable3

の とお りであ る。

1)総 合臨床効県

30例 についての総 合臨床効果はTable4に 示 した と

お りであ る。急性 および慢性尿路感染症を含め,全 体の

有効率は,急 性膀胱 炎の症例が多い ことに もよるが,そ

の有効率は76。7%で あ った。なお,当 然な こ と で あ る

が,慢 性尿路感染症では有効率が16.7%で あった。

2)細 菌学的効県

Table5に 示 した ようにE.coliで は,25株 の うち23

株,92%が 陰性化 している。他の菌種 においては株数 が

少ないが,い ずれ も不変 とい う結果 とな っている。

3)副 作用および臨床検査成績

われわれ の使用 した30例 では,自 覚的な副作用を訴 え

た ものは1例 もな く,ま たTable6に 示 したよ うに,

血液 ・血液化学的所見において も本剤に よる異常変動は

み られなか った。

IV.考 察

本剤は広領域 スベ ク トラムを有 し,そ の抗菌力はほぼ

CEXと 同程度 といわれている1,2)。なお,pHの 影響で

ブ ドウ球菌 など グラム陽性球菌は酸性側,大 腸菌 な どの

Table 4 Overall clinical efficacy

Table 5 Bacteriological response
グラ ム陰 性桿 菌 では,ア ル カ リ性 側 で そ の抗 菌 力が 強 く

な る傾 向 がみ られ る よ うで あ る。 ペ ニ シ リナ ー ゼに 対 し

て は 安 定 で あ るが,セ フ ァ ロス ポ リナ ーゼ で はCEXと

ほ とん ど同 じとい わ れ て い る。

京 都薬 科 大 学 微 生 物 学教 室 の デ ー タ3)に よる と,本 剤

な らび にCEX,CEDのMICは 次 の とお りで あ る。菌

量106コ/mlで は3剤 と もStaph.aureus SMITHは1.56

μg/m1,E.coli No.29お よびK.pneumoniaeで は6.25

μg/m1で あ る 。108コ/mlで はStaph.aureus SMITHは

3剤 と も3.13μg/m1,E.coli No.29とK.pneumoniae
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1こおいてはCEXが6.25цg/mlで,本 剤な らびにCED

では12.5цg/mlと 報告 され ている。

我々は本剤の抗菌力について,デ ィス ク法 に よ り

ABPCと 比較検討 したが,且coli/3株 に対す る成績で

は,本 剤は13株 全てに13～21mmの 阻止 円出現をみた

が,ABPCで は2株 が陰性であ った。

吸収 ・排泄は,慈 恵医大第二内科におけ る実験8)では

健康成人における本剤250mg1回 経 口投 与におけ る血

中濃度は、投与後30分 で平均4.87ц9/m1,60分 で ピー

クとなり,そ の濃度は10.87цg/ml,6時 間後には1.23

цg/mlである。岐阜大泌尿器科におけ る同様の実験8)で

は,ピ ークは2時 間にあ り,そ の値は10.2цg/mlと な

っている。

また,名 古屋保健衛生大泌尿器科 におけ る摂食 後 と空

腹時の血中濃度の比較成績8)は,健 康成人500mg1回

経口投与した場合,摂 食後 の血中濃度は4時 間 後に ピー

クがみられ,9.5ц9/m1,空 腹時の場合は1時 間後にそ

のピークがあ り,15цg/m1と なってい る。

慈恵医大第二内科の成績8)は,健 康成 人250mg1回

経ロ投与時にその大半は4時 間までに尿中に排 泄され,

8時間までの尿中の回収率は79.02%で ある。

岐阜大泌尿器科 の成績8)では,8時 間 までの尿中回収

率が33.2%と 報告 されている。なお,こ の成績は他の機

関の報告 と比べてやや低い と述べてい る。

我 々は本剤の抗菌 力の臨床におけ る成績 を考寮す るた

め,急 性及び慢性の尿路感染症30例 に,本 剤を250mg

宛1日3回 、計750mg内 服 させてその効果を検討 した

ところ,そ の綜合臨床効果は76.7%で あった。 また,

且coli25株 に対す る細菌学的効果は92%に 陰性化を示

した。一方,当 然な ことであ るが慢性尿路感染症のみで

は有効率は16,7%で あった。

な お,セ ファ ド"キ シル中間研究会に おいては、 自覚

症状 としての副作用は 胃腸障害,血 液,血 液化学所 見の

異常 として トラソスア ミナ ーゼ の上昇な どが多少報告の

されてい る。我 々の30例 では 自覚的 な副作用を訴えた も

のは1例 もな く,血 液 ・血液化学的所見に も異常変動は

み られなか った。
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Sensitivity test of the drug to E. coli using disk containing 30 pg of cefadroxil showed a range of 21-

13 mm of inhibition zone diameter.

The present authors have investigated clinically 24 cases of acute urinary tract infection and 6 cases

of chronic urinary tract infection, totalling 30 cases.

A daily dose of 750 mg (250 mg x 3) was administered for 3 days in the simple infection, while for

7 days in the complicated infection.

Referring to the Judgement Criteria of UTI, overall efficacy rate was 76.7 % on the whole, while

16.7 % only on the chronic cases.

In E. coli infection cases, eradication of bacteria was observed in 92 %.

As to the side effect, no subjective side effect was found in any case, and no abnormal variation was

noted in hematological or biochemical findings.


